
 

　

 
 

 

     

　 

    

　

 

　

 

       

　

 

　

 

       

　

 

　

 

　

 

       

　

 

　

　

 

　

 

　

 

　

 

　

　

 

柿野　成美　Written by Shigemi Kakino

質
商
法
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
社
会
を
変
え

る
存
在
と
し
て
批
判
力
、
判
断
力
が
求
め
ら
れ
、
教
育

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。 

      

　
我
が
国
の
消
費
者
教
育
は
、
２
０
０
４
年
施
行
の
消

費
者
基
本
法
の
中
で
、
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
と
消
費

者
の
自
立
の
支
援
が
同
法
の
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

権
利
の
一
つ
と
し
て
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
が
示
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
同
法

を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
消
費
者
基
本
計
画
の
中
で
も
消

費
者
教
育
は
重
点
施
策
と
さ
れ
、
内
閣
府
を
中
心
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
、
教
材
作
成
等
が
行
わ
れ
て 

　
長
期
的
生
活
設
計
を
見
据
え
た
経
済
的
視
点
を
育
む

た
め
に
は
、
学
校
教
育
で
そ
の
基
礎
を
学
び
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
う
た
め
の
知
識
と
技
能
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
我
が
国
に
お
け
る
生
活

設
計
に
関
連
す
る
消
費
者
教
育
に
焦
点
を
当
て
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

     

　「
平
成
20
年
版
国
民
生
活
白
書（
第
51
回
）消
費
者
市

民
社
会
へ
の
展
望
〜
ゆ
と
り
と
成
熟
し
た
社
会
構
築
に

向
け
て
〜
」
は
、
白
書
の
テ
ー
マ
と
し
て
初
め
て
「
消

費
者
」
に
焦
点
を
当
て
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
消
費

者
庁
設
置
の
議
論
を
め
ぐ
り
消
費
者
市
民
社
会
へ
の
転

換
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
消
費
者
教
育
が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

消
費
者
教
育
が
我
が
国
で
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
も
明
確
に
見
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
白
書
は
指
摘
し
て
い
る
（
※
１
）。「
消
費
者

教
育
」
と
い
う
言
葉
は
多
義
的
で
あ
り
、
人
に
よ
っ
て

捉
え
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
う
る
が
、
白
書
の
調
査
に

よ
れ
ば
、「
義
務
教
育
に
消
費
者
教
育
が
盛
り
込
ま
れ

た
年
齢
層
で
も
そ
う
し
た
教
育
を
受
け
た
と
認
識
し
て

い
る
人
は
半
数
に
も
満
た
ず
、
消
費
者
教
育
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
す
る
人
は
全
体
で
１
割
し
か
い
な
い
」

と
い
う
。
ま
た
、
消
費
者
問
題
へ
の
理
解
力
を
調
査
し

た
結
果
、「
消
費
者
教
育
を
義
務
教
育
で
受
け
た
層
と

受
け
て
い
な
い
層
で
違
い
は
な
く
、
消
費
者
教
育
の
効

果
は
明
確
に
は
見
ら
れ
な
い
」
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
受
け
て
、「
理
解
を

一
層
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、
次
々
と
生
ま
れ
る
悪 

幼児期 先の事も考えてがまんをすることができる。

小遣いを家族と相談して計画的に使うことができる。
児童期
（小学生）

少年期
（中・高校生）

成人期

高齢期

家計の支払い能力や将来の生活を考えて、貯蓄や保険、
クレジット（ローン）を適切に利用することができる。また、
リスクとリターンを考慮して金融商品を選ぶことができる。

自らの年金や資産の状況を把握して、家計運営に活かす
ことができる

家計や将来の生活を考えて、買い物の購入計画を立てたり、
貯金などを有効に活用したりできる。

ラ

イ

フ

ス

テ

ー

ジ

【 領 域 】 契 約 ・ 取 引

目標② 家計を適切に管理し、合理的な生活設計やお金の使い方ができる

注１）体系化シートでは、契約・取引の他に、安全、情報、環境が領域として設定されている。
注２）契約・取引の目標は、この他に①自己の必要性を満たすために、適切に判断し、合理

的な選択ができる。②契約の意味・内容や契約上の権利と義務を理解し、契約を誠
実に履行できる。③トラブルにあったときに適切な対処ができるとともに、安心して契約・
取引ができる社会を目指し、協力して必要な取り組みができる、がある。

（出所）消費者教育支援センター「消費者教育体系化のための調査研究」2006

消費者教育体系化シートにおける生活設計関連記述（抜粋）図1

「
平
成
20
年
版
国
民
生
活
白
書
」
か
ら 

我
が
国
に
お
け
る 

生
活
設
計
関
連
の
消
費
者
教
育 
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い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
内
閣
府
は
消
費
者
教
育
の

対
象
と
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
、
２
０
０
５
年
度
よ

り
消
費
者
教
育
の
体
系
化
を
試
み
、「
消
費
者
教
育
の

体
系
シ
ー
ト
―
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
領
域
別
目

標
―
」
を
提
示
し
た
（
※
２
）。
こ
れ
は
縦
軸
に
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
（
幼
児
期
、
児
童
期
、
少
年
期
、
成
人
期
〈
高
齢

期
〉）
を
、
横
軸
に
消
費
者
教
育
の
内
容
（
安
全
、
契
約
・

取
引
、
情
報
、
環
境
）
を
配
し
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
毎
に
目

標
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
活
設
計
関
連
の
消
費

者
教
育
は
、
契
約
・
取
引
に
該
当
す
る
。「
家
計
を
適
切

に
管
理
し
、
合
理
的
な
生
活
設
計
や
お
金
の
使
い
方
が

で
き
る
」
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、
幼
児
期
か
ら
成
人

期
（
高
齢
期
）
ま
で
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
具
体
的
目

標
を
示
し
て
い
る
（
前
ペ
ー
ジ
図
１
）。 

　
こ
れ
に
先
立
ち
金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、
２
０

０
２
年
に
金
融
理
解
度
向
上
の
た
め
の
年
齢
層
別
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
（
素
案
）
を
提
示
し
、
我
が
国
に
お
け
る
金

融
分
野
の
消
費
者
教
育
の
対
象
と
内
容
を
提
示
し
て
い

る
（
※
３
）。
学
習
内
容
と
し
て
は
、
経
済
の
仕
組
み
と
消

費
者
行
動
、
貨
幣
の
価
値
と
機
能
・
金
融
の
仕
組
み
、

金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
生
活
設
計
、
消
費
者

と
し
て
の
自
立
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
生
活
設
計

の
内
容
を
年
齢
層
別
に
見
る
と
、
小
学
校
段
階
で
は
貯

蓄
の
意
義
を
理
解
し
、
貯
蓄
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
、
中
学
校
段
階
で
は
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
、

生
活
設
計
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
、

高
等
学
校
段
階
で
は
進
路
決
定
、
職
業
選
択
と
関
連
づ

け
な
が
ら
自
ら
の
生
活
設
計
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
人
段
階
に
な
る
と
、
家
計
の

運
営
者
と
し
て
日
常
的
な
家
計
管
理
か
ら
資
産
管
理
を

含
め
た
生
活
設
計
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。 
      

　
生
活
設
計
関
連
の
消
費
者
教
育
は
、
前
述
の
よ
う
な

指
針
等
を
踏
ま
え
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
等
で
具
体
的

に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
学

校
教
育
と
な
ろ
う
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
教
科
教
育
の
内

容
は
文
部
科
学
省
が
学
習
指
導
要
領
を
示
し
、
教
科
書

が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
授
業
が
行
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
学
習
指
導
要
領
の
中
で
生
活
設
計
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。 

　
生
活
設
計
に
関
す
る
消
費
者
教
育
は
、
主
に
高
等
学

校
家
庭
科
で
行
わ
れ
て
い
る
。
家
庭
科
は
他
教
科
と
同

様
に
男
女
必
履
修
で
あ
り
、「
家
庭
基
礎
」「
家
庭
総
合
」

「
生
活
技
術
（
新
学
習
指
導
要
領
施
行
後
よ
り
生
活
デ
ザ

イ
ン
）」
の
う
ち
、
学
校
毎
に
一
つ
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
普
通
科
の
学
校
で
は
家
庭
基
礎
（
２
単

位
）
あ
る
い
は
家
庭
総
合
（
４
単
位
）
か
ら
選
択
す
る
こ

と
が
多
い
が
、
残
念
な
が
ら
単
位
数
（
授
業
時
間
数
）
の

少
な
い
家
庭
基
礎
の
学
校
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。 

　
２
０
０
９
年
３
月
に
は
、
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
が
告
示
さ
れ
た
。
高
等
学
校
家
庭
科
の
主
な
改
善

事
項
と
し
て
は
「
衣
食
住
や
消
費
生
活
な
ど
に
関
す
る

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
、
生
涯
の
生
活
設
計
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
」
と
あ
り
（
※
４
）、

「
家
庭
基
礎
」「
家
庭
総
合
」「
生
活
技
術
（
生
活
デ
ザ
イ

ン
）」
そ
れ
ぞ
れ
に
「
生
涯
の
生
活
設
計
」
と
い
う
内
容

が
新
規
で
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。 

　
図
３
は
、
家
庭
総
合
に
お
け
る
関
連
内
容
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
従
前
は
「
（1）
人
の
一
生
と
家
族
・
家

庭
」
の
学
習
項
目
に
生
活
設
計
が
入
っ
て
お
り
、
生
活

設
計
と
家
庭
の
経
済
生
活
の
学
習
が
独
立
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
長
期
的
経
済
計
画
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

十
分
で
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
学

習
し
た
上
で
、「
（5）
生
涯
の
生
活
設
計
」
と
し
て
学
習

を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
活
設
計
関
連
の
消

費
者
教
育
が
、
よ
り
具
体
的
に
展
開
で
き
る
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。 

　
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
改
訂
資
料
の
範
囲
内
で
問
題

点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
生
活
設
計
の
見
直
し
の
視

点
が
強
調
さ
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
生
活

設
計
は
定
期
的
に
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
再
検
討
す

る
視
点
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
教
科
書
と
し
て
内
容

が
具
体
化
さ
れ
る
際
に
は
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
―
Ｄ
Ｏ
―
Ｓ
Ｅ
Ｅ

―
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
を
明
確
に
し
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方

法
、
金
融
広
報
中
央
委
員
会
や
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
な
ど
の

 
      

　

 

　

 

　

 
 

低学年

中学年

高学年

中学生

高校生

成　人

●家計における収入と支出を把握し、家計簿を記帳できるようになる
●家計の資産状況と収支の見通しに基づき、金融商品・サービスおよび
社会保障制度に関する正確な情報を収集し、合理的な生活設計を立て
ることができるようになる
●必要に応じて生活設計を見直すことができるようになる
●自分の子どもに対し、年齢相応の教育ができるようになる

●進路決定に向けて情報を集め、意思決定する
●職業選択と生活設計を結びつける
●自らのライフプランニングについて考える

●自分の将来について考え、その裏付けとして経済的な面からの生活設
計が必要なことを知る

●貯蓄の意義を理解し、貯蓄の習慣を身につける

●貯蓄の意義を理解し、貯蓄の習慣を身につける
●年齢相応の額の金銭を管理できるようになる

●計画を立てて消費することを学ぶ
●貯蓄の意義を理解し、貯蓄の習慣を身につける

注１）カリキュラムでは、生活設計の他に、経済のしくみと消費者行動、貨幣の価値と機能・金融の仕
組み、金融商品・サービスの内容、消費者としての自立が学習内容として整理されている。

注２）カリキュラムでは、年齢層は幼稚園から区分があるが、生活設計の項目に該当する内容が記載さ
れていないため、ここでは割愛した。

注３）学校における金融教育については、カリキュラムをもとに、①生活設計・家計管理、②経済・金融
の仕組み、③消費生活、④キャリア教育の４分野として再整理されている。

（出所）金融広報中央委員会「金融に関する消費者教育の推進に当たっての指針」2002

小

学

生

金融理解度向上のための年齢層別カリキュラム（素案）における
生活設計関連記述（抜粋）

図2

 

 

　

　

 

　

 

 
 

学
校
に
お
け
る
生
活
設
計
関
連
の 

消
費
者
教
育 

 

    

  28CEL Jul .  2009

3     

    



　 　    

 

 

CEL

　

 
     

　

 

　

 
      

　

 

　

 

　

 
      

　

 

　

 

　 　

 

　

情
報
提
供
機
関
な
ど
、
長
期
的
生
活
設
計
を
可
能
に
す

る
支
援
策
を
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
一
方
で
、
長
期
的
生
活
設
計
の
見
直
し
を
可
能
に

す
る
た
め
の
既
存
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
、
今
以
上
に
強

固
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

      

　
こ
れ
ま
で
の
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
大
き
な

問
題
点
は
、
各
教
科
に
よ
っ
て
学
習

が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

一
人
の
児
童
・
生
徒
か
ら
見
れ
ば
、

消
費
者
と
し
て
自
立
す
る
た
め
の
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
機
会
が
十

分
に
保
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
例
え
ば
、
生
活
設
計
に
お
け
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

生
命
保
険
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
し
よ
う
（
※
５
）。
年
齢
・
家
族
構
成

等
の
違
い
に
よ
り
保
険
の
必
要
性
が

異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
家
庭
科
の

学
習
で
展
開
可
能
だ
が
、
保
険
商
品

を
決
定
す
る
た
め
の
必
要
補
償
額
の

考
え
方
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
社

会
保
障
制
度
の
知
識
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ
は
公
民

科
（
あ
る
い
は
中
学
の
社
会
科
）
で
の
学
習
が
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
こ
で
の
学
習
内
容
が
保
険
商
品
の
選
択
・

決
定
の
た
め
に
生
き
た
知
識
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
不
確
実
で
あ
る
。
中
に
は
熱
心
な
教
員
が

家
庭
科
と
公
民
科
の
連
携
を
図
っ
て
指
導
計
画
を
立
て

て
い
る
例
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
教
員
の
意
識
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
お
り
強
制
力
は
な
い
。
公
民
科
で
行
わ
れ
る

消
費
者
教
育
は
、
個
人
の
生
活
の
視
点
か
ら
学
習
を
深

め
る
家
庭
科
と
は
違
い
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
現
代
の

社
会
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
察
さ
せ
、
理
解
を
深
め
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
、
生
き
方
に

つ
い
て
の
自
覚
を
育
て
、
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社

会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資

質
を
養
う
も
の
で
あ
る
。
消
費
者
教
育
に
お
い
て
は
各

教
科
と
も
重
要
な
役
割
を
担
う
が
、
児
童
・
生
徒
自
身

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
内
容
を
総
合
化
し
、
生
活
に
応
用

で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
、

と
い
う
点
で
は
問
題
が
残
る
。 

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
は
、
消

費
者
教
育
が
一
つ
の
教
科
と
し
て
独
立
し
、
児
童
・
生
徒

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
次
善
の
策
と
し
て
は
、
校
内
に
消
費
者
教
育

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
し
、
教
科
間
の
偏
り
を
な

く
し
て
児
童
・
生
徒
の
学
習
内
容
を
確
実
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
作
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
庁
の
設
置

や
自
民
党
消
費
者
問
題
調
査
会
等
で
消
費
者
教
育
推
進

法
（
仮
称
）
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
立
の
た
め
の
応
用
力
を
育
む
消
費
者
教
育
の
推
進
体

制
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。 

 （
※
１
）
内
閣
府
『
平
成
20
年
版
国
民
生
活
白
書
』
１
６
７
頁

（
※
２
）
消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
消
費
者
教
育
体
系
化
の
た
め
の
調

査
研
究
」
２
０
０
６
年

（
※
３
）
金
融
広
報
中
央
委
員
会
「
金
融
に
関
す
る
消
費
者
教
育
の
推
進
に

当
た
っ
て
の
指
針
」
２
０
０
２
年

（
※
４
）
文
部
科
学
省
「
高
等
学
校
各
教
科
等
改
訂
案
の
ポ
イ
ン
ト
」
２
０

０
８
年
12
月

（
※
５
）
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
「
学
校
教
育
に
お
け
る
保
険
教
育
の
現

状
と
展
望
」
２
０
０
９
年
３
月

　

 

（
財
）消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
1
9
7
2
年
愛
知
生
ま
れ
。
９５
年
静
岡
大
学
教

育
学
部
卒
業
、
９７
年
お
茶
の
水
女
子
大
学
家
政
学
研
究
科
修
了
。

９８
年（
財
）消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
後
、2
0
0
6
年

よ
り
現
職
。
専
門
分
野
は
、消
費
者
教
育
、生
活
経
済
学
。
主
な
著

書
は
、『
生
活
の
経
営
と
経
済
』（
共
著
、家
政
教
育
社
）な
ど
。
 

　
柿
野
　

成
美
（
か
き
の
・
し
げ
み
） 

　

 

 
 

 
 

こ
れ
ま
で
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題 

    

29 CEL Jul .  2009   

    

    




